
研究概略図  K123011 『伝熱管表面改質技術による廃棄物焼却炉発電効率の革新的向上』 
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（写真は微粉炭ボイラを対象とした提案者グループが開発した溶射技術） 
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廃棄物処理設備における 
灰付着機構の解明 

溶射材料の開発 付着低減効果および 
耐食性の評価 

最適な溶射技術の 
検討，提案 

付着量低減溶射の適用 付着量低減 

 灰付着層の成長による運転障害  →  稼働率低下 
 灰付着による伝熱阻害    →  発電効率低下 
 灰付着による高温腐食    →  稼働率低下，コスト増 

エネルギー回収効率向上 
プラントの稼働率向上 

灰付着層および伝熱管観察，分析 
CCSEM（Computer controlled SEM）分析 
熱力学平衡計算 

付着量，付着力測定 
物性試験 
交流インピーダンス試験 

3R・エネルギー回収 
システムの高度化 


